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1. はじめに 

社会での様々な局面で，プレゼンテーションをする必要

があるが，プレゼンテーションを好む人は少ない．プレゼ

ンテーションの目的は，伝達したい情報を相手にはっきり

と確実に理解してもらうことである．そのためには，プレ

ゼンテーション力を高めることが重要であり，苦手意識を

なくすことがその近道である．株式会社日立ソリューショ

ンズの調査によると，プレゼンテーションは得意か不得意

かとの質問に対し不得意と答えた人は，全体のおおよそ 7

割に達していたというデータがある［1］．プレゼンテーシ

ョンに対する苦手意識を改善するには，発表後に自分の欠

点を見直すフィードバックが重要である．フィードバック

を行うことで効果的に欠点を改善することができる． 

フィードバックを用いてプレゼンテーション力を高める

ために，岡田らは，プレゼンテーションを行う発表者が聴

衆から指摘事項を受け取ることができるシステムを提案し

た［2］．このシステムでは，発表者がプレゼンテーション

に用いる発表用のスライド資料を予め登録する．聴衆は，

登録されたスライド資料を閲覧しながら，発表を聴講しコ

メントを投稿する．発表者は，プレゼンテーション終了後

に聴衆から投稿されたコメントを閲覧し欠点の改善に活か

すことが可能となる．聴衆からのコメントは，指摘箇所の

把握と指摘に対する優先度を判断するためにグラフで可視

化される． 

しかし，岡田らの提案したシステムでは，プレゼンテー

ションを録画するわけではないので，発表者の評価に関す

るコメントは，発表中にしか投稿できない．また，評価の

対象が主に発表用のスライド資料であるため，プレゼンテ

ーション全体の評価に向いていない．そこで本研究では，

プレゼンテーション後のフィードバックを利用してプレゼ

ンテーション力の向上を図り，同時にプレゼンテーション

の苦手意識の改善を目的としたシステムの試作を行う．試

作するシステムでは，プレゼンテーションをビデオとして

録画し，それを共有スペースに発表者別，発表会別，練習・

本番別に分類して登録・保存することにより，相互に評価

することができる仕組みを実装する．これによりプレゼン

テーションの評価はプレゼンテーション後でもすることが

できるようになる．また，評価シートを使用して発表用資

料だけでなく，プレゼンテーション全体の評価を相互に行

うことができる．  

 

2. システムの概要 

本システムは，複数のユーザが簡便に相互に評価をでき

るように Webアプリケーションとして実装した．また，ユ

ーザ数としては 10名程度を想定している．これは大学の研

究室での利用を想定しているためである．ユーザインタフ

ェースは，管理者用の画面とユーザ用の画面から構成する． 

管理者用の画面を図 1 に示す．管理者は，システムの利

用者名，発表会名，および，練習・本番名をデータベース

に事前に登録する．練習・本番名とは，特定の発表会に先

立って行う複数のリハーサルと本番の識別名である．管理

画面では，登録した項目の編集や削除も可能である．項目

の追加・編集・削除は，まずプルダウンメニューで項目を

特定し，次に下のボタンから追加・編集・削除のいずれか

を選択することにより行う．例えば，ユーザ A の登録名を

削除したいときは，プルダウンメニューでユーザ A を選択

し削除ボタンを押す．  

利用者用の画面を図 2 に示す．システムの利用者は，シ

ステム管理者によって作成された発表者別，発表会別，練

習・本番別の分類に従い，共有スペースに動画をアップロ

ードすることができる．データアップロードの際は，発表

者名，発表会名，練習・本番名を指定した後，アップロー

ドボタンをクリックする．データを削除したいときは，同

様にデータを指定した後，削除ボタンをクリックする．一

般ユーザが削除できるのは自分に関するデータのみである．

管理者は，どのデータの削除も可能であり，データの一斉

削除も行える．一斉削除をする際はプルダウンメニューの

選択で， ALLを選択する． 

プレゼンテーションの評価のために，動画を閲覧したい場

合は，発表者名，発表会名，練習・本番名を指定した後，

評価ボタンをクリックする．指定された動画は，検索欄の

下に表示される．プレゼンテーションの評価は，表示され

る動画の下に表示される評価入力欄で行う．評価は，項目

ごとに 5 段階で行う．また，自由記述のコメントを書き込

むための自由記述欄を設ける．これにより多くの意見を取

り入れることができる．評価項目は，次の 8つである． 

1. 最初に全体の流れを伝えていたか 

2. 聞きやすい話し方であったか 

3. 身振り，手振り，体を使い表現していたか 

4. 図や表，グラフなどを用いて見やすかったか 

5. 時間配分は適切だったか 

6. 熱意は伝わったか 

7. 質疑応答の回答は適切だったか 

8. 総合的に見て良いプレゼンだったか 

評価結果はデータベースに登録され，評価の整理の軸を

上部のプルダウンメニューから選択し，評価結果表示ボタ

ンをクリックすると，整理して表示される．評価結果画面

 

 
 

図 1 管理者画面 
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の例を図 3 に示す．図は，発表者名と発表会名を指定した

場合で，リハーサルを追うごとのプレゼンテーションの評

価の変化を比較することができる．評価結果は，番号で示

された評価項目ごとに表形式で表示される．数字は，複数

の評価者による評価があった場合にはその平均値である．

自由記述欄に書き込まれたコメントはコメント欄に表示さ

れる．発表会名と練習・本番名を指定したような場合は，

他の発表者との比較結果をみるとこができる． 

 

3. システムの開発環境 

システムの開発環境として XAMPP を用いる．開発言語

はHTML5， PHP，データベース管理システムとしてMySQL

を使用する． XAMPP は PHP を使った Web アプリケーシ

ョンの開発において必要な環境を 1 つのインストーラーで

一斉にインストールできる［3］．利用する XAMPP のバー

ジョンは Windows 版の 5.6.8 である． 

  

4. まとめ 

本研究では，プレゼンテーション後のフィードバックを

利用して，プレゼンテーションに対する苦手意識の改善と

プレゼンテーション力の向上を支援するシステムの試作を

行った．システムは複数の利用者が相互に簡便に評価しあ

えるように，Web アプリケーションとして実装した．シス

テムは，管理者用の画面と利用者用画面から構成される分

かりやすいシンプルなユーザインタフェースを持ち，プレ

ゼンテーションの動画を見て評価結果を保存・管理・表示

することができる．今後は，試作したシステムを研究室で

実際に運用することにより，評価を行い，必要な改良を行

っていく予定である． 
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図 2 利用者画面 

 

 
 

図 3 評価結果表示画面 
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